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日　時
：平成26年9月1日（月）11:00～12:10
場　所
：國民會館　12階大ホール
出席者　 ：多々納部会長、綾委員、小笠原委員、田中丸委員、堀委員　計5名
まとめ

概　要　：〔以下、○委員　●事務局〕
・部会長代理の選任について
多々納部会長の指名により、綾委員が部会長代理として選任。
(1) 淀川水系神崎川下流ブロックの当面の治水目標の設定について
○氾濫解析をする際、猪名川等の流入河川からの流入量はどのように設定しているか。また、危険度Ⅲの原因は家屋流出指数によるものだと思われるが、確認しておくこと。
●各流入河川において対象降雨量に応じた流入量を計算し、そのピーク流量が流入し続けるという条件下で氾濫解析を実施している。危険度Ⅲが発生している箇所及び原因について確認しておく。
○内水氾濫については考慮されているのか。
●内水氾濫を考慮することができるモデルとなっておらず、内水氾濫は反映できていない。ただ、下水道ポンプからの流入量については考慮している。また、別途内水浸水想定図が作成されている場合には、各市町村から洪水リスク表示図と並列、重ね合わせなどの方法により一体的に住民に提供、周知していただくようにしている。
○時間雨量80ミリ程度対策の場合、なぜ多くの橋梁の改築、補強が必要になるのか。

●現行計画が策定される以前に架橋されたものであるため。

○安威川ダムの建設より早く河床掘削が完了することは考えられないか。

●現在の掘削ペースで考えても、65ミリ程度対応の河床掘削が完成するためには、20年以上を要するため、安威川ダムの完成予定時期である平成33年度時点までには完了しないと考えられる。
○JR神戸線の橋梁についてはどのような対策が必要なのか。
●時間雨量65ミリ程度対策の河床掘削を実施した場合における橋梁補強の必要性については確認しているところである。また、80ミリ程度対策の河床掘削を実施した場合には、架け替えを行うことになると考えられる。
○資料を修正のうえ、結果に影響を及ぼさないことが確認できれば、神崎川、左門殿川、中島川の当面の治水目標は、時間雨量65ミリ程度（1/40）とする。
(1) 淀川水系神崎川下流ブロックの当面の治水目標の設定について


・神崎川、左門殿川、中島川については、当面の治水目標を時間雨量65ミリ程度とすることで了承。
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